
○はじめに しゅくだいを しっかりと やりましょう。

１．おんどく（こえをだして よみましょう ）

○きょうかしょを こえをだして よみましょう。

○すらすら よめるように れんしゅうしましょう

○れんしゅうしたら おうちの人に きいてもらいましょう。

○よんだら きょうかしょに よんだしるしを つけましょう。

２．もじの れんしゅう

○ならった ひらがな カタカナ かんじを ひつじゅんに きをつけてノート

にれんしゅうしましょう。

○ひらがなで しりとりを しながらかいてみましょう

３．にっき ・さ くぶん
○くっつきの「は」 「へ 」をつかって 文をつくりましょう

たとえば： 「わたしは、うたをうたいました」
○カタカナや かんじを つかって文を つくりましょう。

たとえば： 「ぼくは、土をほって チューリップを うえました」
○おうちの人や 先生などに おしえたいことを 文にかきましょう。

４．どくしょ

○え本や いろいろなの本をよみましょう。

５．けいさん れんしゅう

○１０までのかずを かくれんしゅうをしましょう。

○あわせて１０になるかずを かきましょう。

たとえば： （２と８、６と４ ）
○２０より大きいかずを １０が いくつと １がいくつに わけましょう。

○たしざんやひきざんのれんしゅうをしましょう。

６．そのた
○いえにある もんだいしゅうをするのもいいですね。

※おうちの人にこたえあわせをしてもらい，まちがったところはきちんとなおしましょう。

○上にかかれていないがくしゅうをじぶんでかんがえするのもよいことです。

○きまったじかんに きまった ばしょで。
○１０ぷん いじょう べんきょう しましょう。
○まいにち がんばりましょう。

《保護者の方へ》

お子さんに励ましの言葉をかけてあげるように、ご協力をお願いします。
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